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２．方法

近年、台風等による大雨や短時間での強雨の頻度が増加しており、今後、このような豪雨災害や地震等の自然災害が発生した場合には、建物の崩壊や
事業場の浸水等による化学物質の漏洩・流出も想定。
多種多様な化学物質が使用されているが、定期的に分析している化学物質は限られており、多種類の化学物質を網羅的に測定することは困難。
国立環境研究所が主導で、迅速に多種類（約1000物質）の化学物質を測定可能な自動同定定量システム（AIQS：アイクス）を開発したが、標準物質を
用いない分析方法（スクリーニング分析）であるため測定結果の差異が想定。
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３．結果および考察

琵琶湖･河川の環境基準点（9地点。右図参照）

2023年8月および11月

【添加回収試験】
〇既知濃度の標準溶液を採水した試料水に添加。添加量に対する測定結果（回収率）
から分析精度を確認。

〇今回は、試料水に環境基準値や指針値等を目安とした濃度となるように標準溶液を
添加し、回収率と併行精度（RSD）を求めた（n=5）。

【平常時のデータ取得】
〇８月と11月に９地点で試料水を採水し、各地点毎に分析し、データを取得

自動同定定量システム（AIQS）とは

フタル酸ジエチルヘキシル、リン酸トリス（1-ｸﾛﾛｰ2-ﾌﾟﾛﾋ
ﾟﾙ）、リン酸トリス（2-ｸﾛﾛｴﾁﾙ）

テトラデカン、ヘプタデカン、ドトリアコンタン 等

ブロモブチド、ベンタゾン、トリシクラゾール、チオベン
カルブ

3,5-ジメチルフェノール、コレステロール、カフェイン、
ガラクソリド

＜検出物質の例＞

標準物質の検量線等の情報（約1000物質）が収載されて
いるデータベースを用いて、物質の同定と半定量を行う
システム（スクリーニング分析）

標準物質の入手（購入）が不要 ⇒低コスト
検量線作成が不要 ⇒簡易
多種類の一斉分析が可能 ⇒高効率
半定量である ⇒精度に限界

【添加回収試験結果（抜粋）】

スクリーニング分析の目標回収率（50～200％）と比較して概ね良
好な結果で、変動係数（RSD）も1.9～14.7％と良好であった。
緊急時において琵琶湖水の健康項目等の状況把握にAIQSが活用可
能であることが確認できた。

【測定結果の比較】

AIQS 公定法 基準値

チオベンカルブ 0.10 0.10 20
単位：μｇ/L

測定値

チオベンカルブば琵琶湖調査で定期的に測定（公定法）
精度確認のため、AIQSの結果と公定法の結果を比較したところ
測定値は一致した。

可塑剤・難燃剤：

アルカン類 ：

農薬類 ：

その他 ：

平常時の琵琶湖水では、要監視項目であるフタル酸ジエチル
へキシルや要調査項目であるブロモブチドなどの物質が検出
された。これらはいずれも指針値等と比較して十分に低い濃
度であった。

化合物名 添加濃度(μg/L） 測定値(μg/L） 回収率(%) RSD(%)

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.60 0.33 54 8.1
ｼﾏｼﾞﾝ 0.50 0.81 163 4.1
ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 0.50 0.33 66 2.5
ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 0.50 0.58 116 11.4
ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ 0.50 0.44 88 2.2
ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ 0.50 0.34 69 11.8
ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 0.50 0.48 96 7.6
ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ 0.50 0.62 124 3.2
ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ(TPN) 0.50 0.25 51 5.6
ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ 0.50 0.62 123 6.0
ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 0.50 0.59 119 3.3
ｲｿｷｻﾁｵﾝ 0.50 0.81 163 3.6
EPN 0.50 0.49 98 2.9
ｸﾛﾛﾆﾄﾛﾌｪﾝ(CNP) 0.50 0.51 103 2.8
ﾌｪﾉｰﾙ 1.00 0.52 52 11.3
4-tert-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.60 0.35 58 13.2
2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 1.00 0.74 74 12.8
ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 0.50 0.74 148 5.3
ｱﾆﾘﾝ 1.00 0.37 37 14.6
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 1.00 0.92 92 13.1

平均値（n=5）

① AIQSを用いた活用の検討にあたり、緊急時には環境基準値や指針値が定められている項目等についての状況を優先的に把握することを目的に、
これらの項目を主な対象として、琵琶湖水での添加回収試験により測定精度を確認。

② 緊急時に化学物質の流出状況等を把握するため、琵琶湖水において比較対象となる平常時のデータを取得。


